
「観光ＤＸ人材育成講座応用編成果報告会＆
講師陣によるパネルディスカッション」

「東北のＤＭＯ大集合！観光ＤＸを考える」

「産官学で観光リカレントを考える」

〒－　　大阪府泉南郡熊取町大久保南－－
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産学地域連携室
観光学研究教育センター
大阪観光大学

大
阪
観
光
大
学
の
リ
カ
レ
ン
ト
事
業

通
信
教
育
や
セ
ミ
ナ
ー
も
展
開

地
域
で
の
Ｄ
Ｘ
を
議
論

や
ま
と
ご
こ
ろ
ら
と
共
催
セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
共
催
団
体
・
企
業

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

観
光
産
業
を
構
成
す
る

中
小
及
び
個
人
事
業
主

連
合
会（
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
）

一
般
社
団
法
人

宮
城
創
生
Ｄ
Ｍ
Ｏ

【ＤＭＯに必要な観光ＤＸ講座】

文部科学省事業 ＤＸ等成長分野を中心とした

熱
量
あ
ふ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
開
講
　
　
受
講
者
募
集
中

観
光
リ
カ
レ
ン
ト
＆
観
光
Ｄ
Ｘ
最
前
線

大阪観光大学「観光シンポジウム」

宮城創生ＤＭＯ・ＴＩＦＳ設立記念観光リカレント特別セミナー

ＴＩＦＳ設立記念観光リカレント特別セミナー

就職・転職支援のためのリカレント教育推進事業

人材育成講座〈応用編〉
観光ＤＸ 大阪観光大学

（２７） 第３１５７号第３種郵便物認可２０２３年（令和５年）１月５日（木曜日）

村山　慶輔氏 山口　敦史氏

松本　数馬氏

西谷　雷佐氏

櫻井　亮太郎氏

相澤　国弘氏 上山　康博氏

齊藤　良太氏

畑　めい子氏

宮嶌　浩聡氏

中川　智博氏

加藤　遼氏

小野田　金司氏

岡田　直樹氏

井口　智裕氏

高井　典子氏

加藤　史子氏

小槻　文洋氏

伊藤　健二氏

※時間、登壇者、演題は変更になる場合があります。

※時間、登壇者、演題は変更になる場合があります。

活
発
な
質
疑
が
見
ら
れ
た
対
面
講
座

　
大
阪
観
光
大
学
は
２
０
２
２

年

月

日
、
流
通
科
学
大
学

（
兵
庫
県
神
戸
市
、
藤
井
啓
吾

学
長
）
で
、
流
通
科
学
大
学
、

や
ま
と
ご
こ
ろ
（
村
山
慶
輔
代

表
）
と
共
催
の
観
光
リ
カ
レ
ン

ト
特
別
セ
ミ
ナ
ー
「
地
域
（
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）
が
求
め
る
Ｄ
Ｘ
と
は
」

を
開
い
た
＝
写
真
。
学
生
や
地

元
神
戸
関
係
者
な
ど
受
講
。
最

新
の
Ｄ
Ｘ
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事

情
に
つ
い
て
の
講
義
や
、
講
師

ら
に
よ
る
幅
広
い
知
見
に
基
づ

く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
、
受
講
生
ら
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
推
進
事
業
「
観
光
Ｄ
Ｘ
人

材
育
成
講
座
応
用
編
」の
一
環
。

西
村
典
芳
・
流
通
科
学
大
教
授
、

村
山
代
表
、
加
藤
史
子
・
Ｗ
Ａ

ｍ
ａ
ｚ
ｉ
ｎ
ｇ
代
表
を
講
師

に
、
地
域
観
光
で
の
Ｄ
Ｘ
活
用

事
例
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
テ
ー

マ
に
講
義
を
３
コ
マ
実
施
。

　
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
に
は
西
村
、
村
山
、
加
藤

各
氏
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
楠
田
悦
子
氏
が
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
登
壇
し
、
小
野
田

金
司
・
大
阪
観
光
大
教
授
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
―
に
、
観
光
Ｄ

Ｘ
の
課
題
や
神
戸
観
光
の
Ｄ
Ｘ

活
用
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て

議
論
。
都
市
型
観
光
や
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
「
神
戸
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
」
の
よ
う
な
従
来
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
神
戸
の
魅
力
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
の
可
能
性

が
提
示
さ
れ
た
ほ
か
、
Ｄ
Ｘ
が

進
む
ほ
ど
人
同
士
の
交
流
が
重

視
さ
れ
て
い
く
と
い
っ
た
指
摘

も
出
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
観
光
産
業

へ
の
打
撃
に
よ
り
、
世
界
の
観
光

ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な
観
光
の

時
代
に
日
本
の
観
光
産
業
で
は
、

特
に
観
光
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
大
阪
観
光
大
学
は

２
０
２
２
年
４
月
よ
り
「
１
法
人

１
大
学
」
の
「
学
校
法
人
大
阪
観

光
大
学
」
に
改

組
し
、
新
し
い

ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
新

た
な
大
学
憲
章

が
掲
げ
る
の
は

「
自
由
を
共
に

楽
し
み
に
、
社

会
を
共
に
生
き

ぬ
く
」
で
す
。

　
大
阪
観
光
大

学
で
は
文
部
科

学
省
の
リ
カ
レ

ン
ト
事
業
を
引

き
続
き
受
託
し

ま
し
た
。
今
年

度
の
事
業
「
観

光
Ｄ
Ｘ
人
材
育

成
講
座
応
用

編
」
は
、
特
に
地
方
で
、
観
光
地

域
づ
く
り
法
人
、
自
治
体
な
ど
で

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な
観
光
現
場
で

活
動
し
て
い
る
方
々
に
役
立
つ
観

光
Ｄ
Ｘ
の
知
識
と
技
能
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

時
間

の
履
修
証
明
科
目
と
し
て
実
施
す

る
一
方
、
他
の
大
学
、
企
業
、
団

体
に
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

し
、
幅
広
い
方
々
に
受
講
し
て
い

た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
観
光
Ｄ
Ｘ

の
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
通
信
教

育
や
各
地
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
、
皆
さ
ま
が
参
加
し
や
す
い
セ

ミ
ナ
ー
を
受
講
く
だ
さ
い
。

　
最
近
の
調
査
で
は
コ
ロ
ナ
後
の

世
界
で
最
も
人
気
の
あ
る
旅
行
先

は
日
本
と
い
う
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ

こ
の
「
観
光
世
界
一
の
日
本
」
の

追
い
風
に
乗
っ
て
地
域
を
元
気
に

で
き
る
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
甚
大
な
影

響
を
受
け
て
い

る
観
光
産
業
内

の
中
小
事
業
者
、
個
人
事
業
主
が

発
起
人
と
な
り
、
観
光
産
業
の
健

全
な
発
展
に
資
す
る
政
策
提
言
、

協
業
・
共
創
、
福
利
厚
生
の
充
実

等
を
目
的
に
設
立
し
ま
し
た
。
大

阪
観
光
大
学
の
リ
カ
レ
ン
ト
事
業

で
は
、
連
携
し
て
観
光
人
材
の
育

成
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
会
長
＝

岡
田
直
樹
（
エ
フ
ネ
ス
代
表
）

　
２
０
１
７
年
よ
り
宮
城
県
南
４

市
９
町
の
観
光
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
て
き
た
宮
城
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

Ｄ
Ｍ
Ｏ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を

官
民
合
同
チ
ー

ム
と
し
て
民
間

企
業
８
社
が
共

同
出
資
し
て
再

編
し
、
２
０
２
２
年
４
月
に
「
一

般
社
団
法
人
宮
城
創
生
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
官
民
一

体
と
な
っ
て
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
商
品
造
成
等
の
企
画
な
ど

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え
、
コ
ア

事
業
と
な
る
自
律
分
散
型
ホ
テ
ル

・
ア
ウ
ト
ド
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
オ

ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
運
営
な
ど
を
強

み
と
し
て
、
地
方
創
生
の
担
い
手

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
会
長
＝
齊
藤
良
太（
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
東
北
代
表
）

　
〝
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

　
Ｔ
Ｏ
　
Ｔ
Ｈ

Ｅ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ

Ｄ
〟
を
ビ
ジ
ョ

ン
に
、
日
本
人

が
知
ら
な
い
よ

う
な
「
日
本
の
魅
力
」
を
世
界
に

発
信
し
て
い
ま
す
。
日
本
に
住
む

外
国
人
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
は
最
大
級
の
規

模
を
誇
り
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や

Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
な
ど
の
動
画
に
よ

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
得
意
で

す
。
実
績
は
年
間
１
５
０
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
超
え
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
半
数
以
上
は
地
方
自
治
体
や
Ｄ

Ｍ
Ｏ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
大
阪
観
光
大
学
が
文
部
科
学
省
か
ら
受
託
し
た
リ

カ
レ
ン
ト
事
業
「
観
光
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
講
座
応
用
編

―
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
必
要
な
観
光
Ｄ
Ｘ
講
座
」。同
講
座
は
、

よ
り
多
く
の
人
に
最
新
の
観
光
Ｄ
Ｘ
の
知
識
を
身
に

着
け
て
も
ら
う
べ
く
、
他
大
学
や
団
体
と
の
共
催
セ

ミ
ナ
ー
や
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
展
開
す
る
。
１

月
に
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を

予
定
し
て
お
り
、
現
在
受
講
者
を
募
集
し
て
い
る
。


